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全
国
屈
指
の
介
護
報
酬
独
自
加
算 

 

 

徳
島
県
三
好
市
は
、
２
０
０
６
年
３
月
に
６
ヵ
町
村
が
合
併
し
、

そ
の
面
積
は
約
７
２
２
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
琵
琶
湖
（
約
６
６

９
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
、
淡
路
島
（
約
５
９
２
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
よ
り
も
広
く
、
そ
の
約
89
・
６
％
を
森
林
が
占
め
て
い

る
。
２
０
２
４
年
３
月
31
日
現
在
の
人
口
は
２
万
２
６
３
３
人
、

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
当
初
予
算
は
約
２
６
８
億
円
で
あ
る
。 

 

市
内
の
山
間
地
域
（
旧
３
町
村
１
地
区
＝
以
下
４
地
域
）
に
お

い
て
は
、
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
介
護
報

酬
単
位
に
15
％
の
加
算
を
行
う
制
度
（
特
別
地
域
加
算
）
が
あ

る
が
、
市
内
の
山
間
部
で
は
民
家
が
広
範
囲
に
点
在
し
、
長
距
離

か
つ
道
路
事
情
も
悪
く
、
訪
問
に
多
く
の
時
間
を
要
し
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
運
営
が
困
難
で
、
事
業
者
の
参
入
が
進
ま
な

い
現
状
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
山
間
地
域
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
事
業
者
に
そ
の
経
費
を
補
助
し
、
本
来
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ 

      

ス
が
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
前
黒
川
市
長
時
代
の
２
０

１
４
年
４
月
よ
り
、
三
好
市
の
独
自
事
業
と
し
て
「
山
間
地
介
護

保
険
特
別
支
援
事
業
」
が
始
ま
っ
た
。
当
初
は
４
種
類
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
対
し
て
４
地
域
す
べ
て
で
５
％
加
算
（
介
護
保
険

15
％
＋
５
％
＝
20
％
）
で
始
ま
っ
た
が
、
２
０
２
０
年
４
月
か

ら
は
旧
３
町
村
の
内
、
２
村
（
旧
東
・
西
祖
谷
山
村
）
に
お
い
て
、

５
種
類
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
60

％
加
算
（
15

％
＋

60
％
＝
75
％
）
と
な
り
、
本
年
４
月
か
ら
は
こ
れ
に
加
え
て
旧

１
町
（
旧
山
城
町
）
で
、
４
種
類
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
20
％

（
15
％
＋
20
％
＝
35
％
）
加
算
。
つ
ま
り
、
現
在
、
２
村
で

５
サ
ー
ビ
ス
75
％
加
算
、
１
町
で
４
サ
ー
ビ
ス
35
％
加
算
、
１

地
区
（
旧
池
田
町
三
縄
）
で
20
％
加
算
と
な
っ
て
い
る
。
介
護

報
酬
に
独
自
加
算
し
て
い
る
の
は
、
県
内
で
は
三
好
市
だ
け
、
独

自
加
算
も
含
め
て
75
％
加
算
し
て
い
る
自
治
体
は
全
国
的
に
も

少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
来
、
地
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域
の
実
態
に
応
じ
て
介
護
保
険
制
度
で
カ
バ
ー
す
べ
き
も
の
だ
。

因
み
に
本
年
度
は
、
３
０
０
０
万
円
を
予
算
化
し
て
い
る
。 

 

介
護
人
材
の
絶
対
的
不
足 

 

 

し
か
し
、
こ
う
し
た
加
算
措
置
を
と
っ
て
も
な
お
、
「
居
宅
ケ

ア
プ
ラ
ン
」
を
立
て
る
の
が
困
難
な
実
態
が
あ
り
、
介
護
難
民
が 

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
現
状
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
介
護

人
材
が
不
足
し
、
「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
が
現
実
問
題
と
し

て
危
惧
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
危
惧
を
さ
ら
に
深
刻
に
し
た
の
が
、
２
０
２
３
年
12
月

22
日
に
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し
た
地
域

別
推
計
人
口
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
三
好
市
の
２
０
３
５
年

総
人
口
１
万
５
１
２
０
人
、
生
産
年
齢
人
口
６
０
３
５
人
、
65

歳
以
上
人
口
８
２
８
８
人
（
内
75
歳
以
上
人
口
５
８
０
７
人
）、

高
齢
化
率
54
・
８
％
。 

同
じ
よ
う
に
２
０
５
０
年
で
は
、
各
々

９
１
４
８
人
、
２
９
９
１
人
、
５
７
０
０
人
（
３
８
３
６
人
）
、

62
・
３
％
、
つ
ま
り
、
75
歳
以
上
３
８
３
６
人
に
対
し
、
生
産

年
齢
人
口
は
わ
ず
か
２
９
９
１
人
で
あ
る
。
近
い
将
来
、
介
護
人

材
が
絶
対
的
に
不
足
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

地
域
別
推
計
人
口
の
推
移
を
見
る
と
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
整
備
は
、
と
り
わ
け
三
好
市
に
と
っ
て
は
存
立
を
賭
け
た
事

業
と
な
る
。
本
来
は
、
中
学
校
区
単
位
（
旧
町
村
単
位
と
す
れ
ば

６
圏
域
）
で
の
シ
ス
テ
ム
構
築
が
図
ら
れ
る
べ
き
だ
が
、
そ
れ
だ

と
介
護
人
材
不
足
の
中
で
、
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
な
く
な
る
こ
と

は
容
易
に
推
測
で
き
る
と
こ
ろ
だ
。 

 

コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 

 

と
こ
ろ
で
、
本
年
３
月
に
「
三
好
市
立
地
適
正
化
計
画
」
が
策

定
さ
れ
た
。
都
市
計
画
区
域
の
中
に
「
居
住
誘
導
区
域
」
「
都
市

機
能
誘
導
区
域
」
「
誘
導
施
設
」
を
設
定
し
、
区
域
外
に
お
け
る

誘
導
施
設
の
整
備
や
住
宅
開
発
等
の
行
為
を
届
出
対
象
と
す
る
等
、

い
わ
ゆ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
構
想
す
る
も
の
だ
。 

 

ま
た
、
２
０
２
２
年
３
月
に
は
「
三
好
市
地
域
公
共
交
通
計

画
」
が
策
定
さ
れ
、
本
年
４
月
か
ら
実
証
事
業
が
始
ま
り
、
10

月
か
ら
本
格
運
行
を
始
め
る
計
画
で
あ
る
。 

 

両
計
画
は
相
互
に
連
携
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

三
好
市
と
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
え

に
基
づ
く
街
づ
く
り
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
医
療
・
福
祉
・
商
業

施
設
や
住
居
等
を
ま
と
ま
っ
て
立
地
さ
せ
、
公
共
交
通
で
ア
ク
セ

ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。
こ
れ
は
通
院
や
買
い
物
等
に
、
主

に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、
強
い
て
言
え
ば
、
元
気
な
高
齢
者 
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向
け
の
シ
ス
テ
ム
と
も
い
え
る
。 

 

介
護
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化 

 「
重
度
な
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
『
住
み
慣
れ
た
地
域≒

自

宅
』
（
中
学
校
区
単
位
）
で
、
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
環

境
を
整
え
る
」
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
こ
と
な
ど
、
三
好

市
の
実
態
や
推
計
人
口
を
考
え
る
と
、
現
実
問
題
と
し
て
、
構
築

す
る
こ
と
が
本
当
に
で
き
る
の
か
疑
問
に
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

現
状
の
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
三
好
市
全
体
を
圏
域
と
し

て
設
定
し
て
い
る
。
こ
の
広
大
な
圏
域
の
中
で
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
に
は
、
も
う
既
に
自
宅
に
い
て
サ
ー
ビ

ス
を
享
受
で
き
る
こ
と
は
難
し
く
「
住
み
慣
れ
た
地
域≠

自
宅
」

と
す
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

つ
ま
り
、
今
回
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
元
年
」
に
あ
た
り
、
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
「
介
護
の
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
化
」
も
検
討
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。 

し
か
し
、
こ
の
考
え
方
は
極
め
て
「
新
自
由
主
義
的
」
な
考

え
だ
と
の
誹
り
は
免
れ
な
い
。
要
介
護
者
に
と
っ
て
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
や
地
域
包
括
ケ
ア
は
、
水
や
電
気
と
同
じ
よ
う
に
、
生
き
て

い
く
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
そ
の
も
の
だ
。
現
在
、
急
激
に
進
ん
で
い

る
人
口
減
少
と
高
齢
化
は
、
介
護
人
材
が
絶
対
的
に
不
足
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
言
葉
は
悪
い
が
、
「
の
た
れ
死
ぬ
」
よ
う
な

事
態
だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
苦
肉
の
策
と

言
え
る
。 

こ
れ
が
、
三
好
市
に
限
ら
ず
全
国
各
地
の
中
山
間
地
域
の
厳

し
い
現
実
で
あ
り
、
国
の
進
め
て
き
た
地
方
創
生
は
す
で
に
破
綻

し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。  

 

（
あ
も
う 

ま
さ
り
） 

山間地に点在している高齢者へのサービス提供は

コスト重視では実現できない 


